
インディペンデントシアター新公演実施ガイドライン 

 

新型コロナウィルスの感染拡大防止に関し、緊急事態宣言の解除をうけ 4 月から休館していた劇場を再開するにあたっ

て、当劇場では 3 月時点で策定していた当劇場ガイドラインをベースに、全国公立文化施設協会および大阪府から新た

に出されたガイドラインの内容を踏まえ、当劇場独自の新ガイドラインを策定いたしました。 

このガイドラインは、公演の主催団体に関しては準備段階と劇場使用前後、ご来場頂くお客様にはご来場前後にお守り

頂く内容となります。 

劇場・劇場利用者・観客の三者でガイドラインをお守りいただくことで、劇場での感染リスクを可能な限り下げる方策です。 

 

当劇場では、「大阪市保健所 感染症対策課 新型コロナウイルス感染症対策グループ」に問い合わせをさせて頂き、

万一感染者が発生した場合の対応などに関しても基本的な手順を確認いたしました。ただし感染状況や今後の行政の

対応策の変化などが起こる場合がございますので、随時、必要な対応を準備して参ります。 

また、このガイドラインも今後の状況の変化や、他劇場・他業界の事例などを踏まえて必要な部分は柔軟に変更していき

ます。劇場のご利用・ご来場前には、変更が無いかご確認頂けましたら幸いです。 

 

●公演実施団体にお願いする事（前提） 

・下記の対応を行っていただけない場合、公演の実施をお断りいたします。 

・公演関係者全員が公演の実施・参加に同意している事を事前に必ず確認してください。 

・緊急事態宣言の再発出などにより、再度劇場を休館(=公演を延期・中止)せざる負えない可能性があります。 

 

●稽古場、劇場に出入りする出演者及びスタッフ全員の感染リスクを確認してください。 

公演の準備を開始するにあたって、稽古場・劇場に出入りする公演関係者全員(仕込み・バラシ・受付等で一時的に参加

する人も含めて)が、感染が確認された場所、感染された方、及びその濃厚接触者の方と接触していないことを確認する。

また過去 2 週間以内に感染が引き続き拡大している国や地域へ訪問していないかも確認し、公演準備開始以後はそれ

らの地域を訪問しないようにご注意下さい。その後も随時確認を継続し、該当したタイミングですみやかに劇場に相談し、

公演の実施・中止・延期について協議します。 

参考資料）大阪府：新型コロナウイルス感染症について 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona.html 

 

●稽古段階で注意すべきこと。 

公演には稽古が欠かせませんが、この段階で感染が発生しては公演自体が実施できませんので、感染防止策にしっか

り取り組んで下さい。以下に劇場として考えるガイドラインを示します。劇場入り前の事ですのでもちろん強制ではありま

せんが可能な限りお守り頂ければと思います。 

・稽古での密集を避けるために、普段よりも少しサイズの広い稽古場での稽古を検討する。 

・稽古開始時に参加者全員の検温を実施し、37.5度を超える場合は、その日の参加を見合わせる。 

・いわゆる新型コロナが疑われる体調(発熱・咳・倦怠感・味覚障害など)がある場合はもちろん稽古参加不可。 

・可能な限り稽古場に入る前に手洗いうがいを実施する。 

・稽古の際、自身の出番以外ではマスク着用を原則とし、待機場所では各々なるべく距離を取り密を避ける。 

・作品の最終仕上げまでは、割り稽古など稽古場の人数をなるべく少なくする工夫をする。 

・稽古後のミーティングなどはなるべくオンラインなどを活用し、稽古後の飲食交流なども避ける。 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona.html


 

●出演者及びスタッフは、自身の健康状態をシビアにチェックし、少しでも不安要素のある場合は冷静に申告し、降板や

公演の中止を検討してください。 

劇場にいる公演関係者全員は毎日検温をおこない、記録を付ける。(基本は小屋入り時、夕方頃、本番前) 

風邪などの症状や 37.5℃前後の発熱、咳、強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ、味覚や嗅覚の異常などがある場合は、団体

の責任者に申告する。申告があった場合、団体の責任者はすみやかに劇場に相談し、公演の実施・中止・延期について

協議する。 

 

●劇場施設内ではマスク着用のうえ、相互になるべく距離を取る。 

原則舞台上(リハーサルや本番)以外の場面では、基本的にマスク着用とし、人と人との距離もなるべく取って、密になら

ないように注意し、舞台上以外での濃厚接触を避けるように気を付ける。 

 

●炊き出し・大皿料理の提供をはおこなわず、弁当など個包装されたものでご対応ください。 

飛沫感染・接触感染の可能性を最小限にするため、公演期間中は炊き出し・大皿料理等の形式での食事をおこなわず、

弁当など個包装されたもののみとする。お客様からの食べ物の差し入れも個包装されたもののみ受け取ることを推奨す

る。 

飲食物に限らず、ゴミは量が少なくても毎日劇場退出時に指定場所に廃棄する。ゴミの取り扱い時にはマスクを必ず着

用し、作業終了後には手洗いを行う。 

 

●劇場の換気等を十分に行い、清掃や消毒など可能な限りの感染予防策をとってください。 

リハーサル中、上演中とも劇場内の換気扇は常時 ONとしておく。当劇場は客席はもちろんロビーや楽屋にも基準をクリ

アした換気設備が設置されています。こちらも常時使用し換気に努める。また開場前や公演終了後には客席内・トイレ・

ロビー等関係者・お客様が接触する範囲の清掃や消毒などをおこなう。 

また可能な場合は、上演中のドアを開けた換気や休憩も検討する。ただし休憩が入ることによる観客同士の接触や会話

が発生する事のリスクとのバランスには十分留意すること。劇場も相談に乗ります。 

また劇場客席入り口には、お客様が使用できる消毒液などを用意するようにします。 

 

●お客様の接客にあたるスタッフは、必ずマスクを着用してください。また、一般的な咳・くしゃみエチケットを主催者・観

客ともに厳守するように呼び掛けてください。 

お客様の接客にあたるスタッフは、必ずマスクを着用する。受付は、原則として劇場で用意した飛沫防止ビニールを施工

したカウンターを使用する。ご来場のお客様にもマスクの着用をお願いし、マスク着用にご協力いただけないお客様には

ご入場を辞退して頂く。(団体側で配布できるマスクを用意する場合は別途相談) 

団体側で可能であれば、当日窓口の混雑を防ぎ、お金のやり取りなどを減らすために、予約時の事前決済や窓口での

キャッシュレス決済を利用する。（公演計画時にあらかじめご相談頂ければ劇場側でアドバイスや対応できる場合があり

ます。）半券などお客様にお渡しするものも安全かつ最小限にできるように工夫して下さい。 

 

●受付や客席入場の整列は十分な距離を取れるようにお客様を誘導して下さい。 

受付や、客席に入場する列は、お客様同士の間隔が十分に取れるように、整列の案内をしてください。わかりやすく案内

するための表示は劇場でご用意します。可能であれば、検温などに伴う受付の混雑を緩和するために、受付時間を早め

に設定し、また受付後速やかに客席に入場できるタイムスケジュールの設定をご検討下さい。 

 

 



●発熱・咳・全身痛などの症状で体調のすぐれないお客様には、ご来場を辞退していただいてください。 

発熱、咳、強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ、味覚や嗅覚の異常などの症状で体調のすぐれないお客様にはご来場を辞退

していただくように事前に案内をおこなう。また、公演当日は受付前に検温器にてお客様全員の検温をおこない、37.5℃

以上のお客様にはご入場を辞退していただく。 

体調不良の来場辞退や、当日検温での辞退などのお客様には払い戻し等で不便の無いように配慮してください。 

 

●座席数を通常より削減し、原則当日券の販売は行わない。 

大阪府のガイドラインに従い、現時点で当劇場で許容しうる座席数(1st コロナ対応配席図・2nd コロナ対応配席図)を再

設定しました。舞台から最前列の距離、座席間の距離で設定しているので、原則この座席数内で客席を運用して下さい。 

客席数の制限を厳守するため(当日券の殺到で規定席数を超える事態など)、および後述するご来場者の正確な把握の

ため、原則当日券の販売はおこなわない。当日券の販売をどうしても実施する場合は、予め劇場と綿密な打ち合わせを

行う事。 

※客席の間引き等は、今後状況の変化や様々な劇場や類似施設の事例・科学的根拠の積み重ねによって変更される

可能性があります。 

 

●来場者を確実に把握、必要時には連絡できるように準備して下さい。 

万一の感染発覚の際にご来場されたお客様に確実に連絡が取れるように、来場者名簿を整備して下さい。基本的にご

予約受付時にお名前・お電話番号・メールアドレス・可能であればご住所を控えて下さい。（ご予約フォーム等でお客様

にご記入頂くようにすれば、新たな作業はほぼ発生しません。）予約 2 枚で同行者ありなどの場合には、当日受付で同

行者の方の連絡先も必ず記録するようにしてください。※保健所等の関係者に確認しましたが、名前と電話番号はマス

トです。メールアドレスのみは NGとの事でした。 

また来場者名簿は個人情報となりますので、団体側で厳重に管理して下さい。 

また、当劇場は「大阪コロナ追跡システム」に登録しています。お客様の安全のためにも可能な限りご来場時の登録を促

してください。 

 

●出演者による面会、グッズ販売はおこなわないでください。 

感染のリスクをできるだけ減らすため、終演後の面会や出演者によるグッズ販売等、お客様と出演者が接触するような

行為はおこなわない。グッズ販売は事前や事後のオンライン販売などを工夫するか、当日実施する場合は、制作・受付

スタッフ等限られた方のみで感染防止に努めたうえでおこなう。アンケートなども、基本的には客席やロビーでお書き頂く

方式ではなく、オンラインアンケートや SNSなどの方法を工夫して下さい。 

 

●公演終了後の健康状態を確認し必要があれば劇場に報告する。 

公演が終了しても油断せず、各自が感染防止に取り組みつつ仕事や活動に取り組んで下さい。特に公演の疲れや油断

などで感染するリスクに気を付けて下さい。公演終了からおおむね 2 週間経過時に公演関係者に再度の体調確認を行

い感染の心配がないか確認してください。不安要素がある場合は即座に劇場に報告して下さい。 

 

消毒薬などの衛生用品は劇場でも準備いたしますが、商品不足等で劇場備蓄も不足する場合がありますので、団体側でもご用意にご協力

をお願いいたします。検温器は劇場で貸し出し用のものを用意しています。 

劇場の消毒や清掃は、劇場スタッフのみでは手が足りない場合があるので、利用団体のみなさまにもご協力をお願いいたします。また、客

席減少が与える影響は、利用団体や公演内容により異なりますので、その対処方法や劇場費の減免などは個別のご相談にて対応させて

頂きます。 

インディペンデントシアター 

https://itheatre.jp/pdf/1st2G-corona.pdf
https://itheatre.jp/pdf/2nd-corona.pdf

